ボランティア国際年ボランティア活動の手引きについて 

ＵＮＶは2001年ボランティア国際年の調整機関として、ボランティア国際年に向けて準備したり国際年への参加を計画しているあらゆるパートナー、政府、または国連機関、国際ＮＧＯ、国内ＮＧＯ、地域社会に根差した組織や基金、民間企業が参照できる、ボランティア活動に関する幅広い手引を発表することについて提言を受けました。次頁以降の１から10までの手引に共通しているのは次の点です。 

・ 「ボランティア活動の手引」は、指示を与えることを目的に作成されたのではありません。すべてのパートナーはまったく自由に手引を活用したり、自らボランティア活動の手引を作成できます。 

・ 「ボランティア活動の手引」は決して完成品ではありません。ボランティア国際年の推進機関であるＵＮＶは、このボランティア活動の手引に新たな内容が追加されることを喜んで歓迎します。 

・ ボランティア活動を基盤とする国内のあらゆる組織、およびボランティア機関、各国政府は、地域社会に根差した組織や非政府組織の会員と共に、1999年と2000年に幅広い協議を継続的に実施することによって、2001年ボランティア国際年の効果を最大化できるような方法を模索することが望ましいと思われます。協議では、ボランティア活動への認識を高め、活動のための環境整備とネットワーク化、促進活動をさらに進めるというボランティア国際年の４つの目的に関して、2001年やそれ以降に実現したいと考える状況を見出すことが望ましいでしょう。 

・ 同様に、各国政府はボランティア部門と提携し、2001年ボランティア国際年の国内委員会または協議会を設立します。そしてこの機関に 

（１） 協議過程の補佐 

（２） 2001年に地域や国で実施する、精力的な活動計画の準備とその体制の整備 

（３） 2001年ボランティア国際年の目的実現を目指し、政府へ勧告を行うこと 

　を要請します。 

・ 2001年ボランティア国際年はあらゆる地域で活動する、あらゆる種類のボランティアのために設けられます。つまりその対象は、ボランティアの活動が公式または非公式であること、継続的または断続的であること、機関ベース（たとえば従業員と共に勤務する）またはボランティア専従であること、活動の場が国内または国際的であること、無報酬またはささやかな報酬を得ていること、先進工業国、または市場経済システムへの移行段階にある国や発展途上国であること、自ら直接サービスを提供したり、または提言活動に関わったり（審議会などに参加して）行政や統治の側に立つことなどにかかわらず、どのようなカテゴリーのボランティアにも限定されません。　 

　　 

・ 「ボランティア」という概念と、ボランティアを意味する言葉は国によって異なっています。このため、国レベルで最初に「ボランティア」を定義したり再定義することは望ましいかもしれませんが、ある程度異なる概念を持っていると思われる人々や組織を結集させるような、建設的な諸活動で構成される精力的なプログラムを参加者が企画することを妨げてはなりません。 

・ あらゆる国や組織、集団は、2001年ボランティア国際年に何が貢献できるか、またボランティア国際年によって実現したいと考えていることに基づいて自らの課題を設定するだけではなく、積極的にそれを実行に移すことが奨励されます。実行にあたっては、同じような考えを持ち国際年の目的の実現を願う他の国や組織、集団と、地域や国内、地球規模で（競争するのではなく）協力しようとする姿勢が欠かせません。 

・ 2001年ボランティア国際年は、何よりもまずボランティア活動を目に見えるものとし、ボランティアやその活動に関するプラスのイメージを促進し、マイナスのイメージを払拭しなければなりません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国連ボランティア計画　1999年2月 

事前考察 

以下は、あなたの国で2001年ボランティア国際年に関する事前考察を行う際に検討すると思われる項目です。国際年では、明らかにボランティアによる奉仕に重点が置かれます。しかし、特定の分野において、または特定の目的のためにボランティアが行った貢献の蓄積が、自発的活動と見なされることもあるでしょう。ボランティア活動と自発的活動のパラメーターを国際年のために設け、その数値を決定することは各国に任されています。 

・ あなたの国の、伝統的な連帯の形態とはどのようなものですか。 

・ 用語について：あなたの使用している言語に「ボランティア」や「自発的活動」に相当する言葉がありますか。 

・ 「ボランティア」とは何を指しますか。2001年ボランティア国際年を準備、実施する過程で、社会における概念や習慣に従い、どのような行為を「ボランティア」と考えるのか、または考えないのかを区別しようと思いますか。または区別する必要がありますか。 

・ ボランティアの根源的な動機、または哲学とは、簡潔に言うと何でしょうか。 

・ 自発的活動とは何でしょうか。またボランティア機関の特徴とは何でしょうか。あなたは、ボランティア活動から政治活動へと移行するのはどの時点だと思いますか。 

・ あなたの国では誰がボランティア活動に従事していますか。ある一部の人々が、それ以外の人々よりも関わっていますか。 

・ ボランティアがあなたの社会に与えている質的な影響とはどのようなものですか。それは測定されたことがありますか。 

・ ボランティアがあなたの社会に与えている量的な貢献とはどのようなものですか。それは分析されたことがありますか。 

・ ボランティアを搾取する危険性はありますか。たとえば正規の職員の代わりにボランティアを充てるといった方法で、ボランティアが配属されることはありますか。 

・ あなたの国の政府は、ボランティア活動を活発な市民活動の表われとして、また地域社会を活性化し、良い統治に貢献すると見なしていますか。またはボランティア活動を敵対視していますか。 

・ あなたの国の政府や地方自治体が、市民へのサービスを提供するパートナーとしてボランティアを歓迎しているような事例はありますか。 

・ あなたの国の政府は、ボランティアやボランティア組織を認定したり支援する制度を持っていますか。もしあれば、どの省庁が担当していますか。 

・ あなたの国には2001年ボランティア国際年で重要な役割を果たすと見られる、ボランティア組織を統括したり調整したりする国レベルの機関がありますか。 

・ 自国内で活動するボランティアを対象に行動規定を設けることは役立つと思いますか。また（は）あなたの国で活動する海外出身のボランティアを対象に、行動規定を適用できればよいと思いますか。 

・ あなたの国で、ボランティアを基盤とする活動を始めることは簡単ですか、それとも難しいですか。 

・ あなたの国ではボランティア組織の活動歴や規模を問わず、組織の運営や会計を強化するために、（おそらく有給の）パートタイム職員やフルタイムの職員も備える必要性を感じた経験がありますか。 

・ ボランティアを管理する訓練、また管理業務を任されたボランティアや有給職員に対して訓練が提供される機会がありますか。 

・ あなたの国のボランティアやボランティア組織には、ボランティア体験やその最良の実践を伝達するためにどのような機会が提供されていますか。 

地域社会に根差したグループ、NGOに向けて 

以下は、あなたの属する地域町村のグループで、2001年ボランティア国際年に向けて計画を立案するための話し合いで役に立つと思われる点です。 

・ あなたの村または町の男女が、お互いに助け合ったり共通の利益のために共に活動するために、伝統的に集まる方法がありますか。 

・ 過去数年間に、あなたの住む地域社会は大きな危機に直面しましたか。たとえば干ばつや洪水、収穫物の損失、森林火災が発生したり、道路が通行不可能になったことはありましたか。暴動や動乱、内戦が起こりましたか。または伝染病が広がりましたか。それに対して、どのように対処しましたか。困っている人を助けるために、自発的に自分たちの時間や資源を提供した人々がいましたか。 

・ 何人かの人々が自発的に技能や知識を提供し、それをすべての人が自由に利用できるような、開発のための団体や融資組合、協同組合、地域センターなどを設立したことがありますか。それは成功しましたか。 

・ あなたの住む地域社会の人々が協力してやり遂げたことのうち、最も優れた成果は何でしょうか。 

・ あなたの住む地域社会には、あなたのためにボランティア精神を体現してくれる人物がいますか。 

・ あなたのボランティア活動が直面した最大の障害は何でしたか。資金不足ですか。交通・運搬手段がなかったことですか。年長者が反対したためですか。自信がなかったためですか。アイディアや技術が不足していたためですか。ボランティアの動機に疑念を持つ人がいたためですか。公的支援がなかったためですか。 

・ あなたのボランティア活動は、開発への貢献という点で十分に評価されていると感じますか。首長や年長者、地方自治体、宗教指導者、議員、官僚、政府によって評価されているでしょうか。あなたは誰に最も評価を高めてもらいたいと思いますか。 

・ あなたの住む地域社会に潜んでいるボランティアの善意を活用するには、何が最も　　役立つでしょうか。より良い会合場所ですか。公の助成ですか。ニーズの評価や運営、簿記などの訓練ですか。セメントやその他の資材ですか。 

・ 別の村や地域社会による取り組みで、あなたが取り入れたいと思う成功例や試してみたいと思うアプローチを耳にしたことがありますか。その詳細を知るためには助力が必要ですか。現地を訪れることができますか。ラジオやテレビ、新聞に、そのような成功例をもっと取り上げてほしいと思いますか。 

・ ボランティアのグループを設立して、あなたの国の当局から認可を受けるのはかなり簡単ですか、それとも困難ですか。 

・ あなたのグループは全国規模の組織と連携していますか。連携を通して、グループの見解を効果的に官僚に伝えることができますか。 

・ 地方自治体や中央政府が、ボランティア組織を正式に認可したり支援する制度がありますか。またボランティア組織との折衝を担当しているのはどの省庁ですか。 

・ 国連総会は、2001年ボランティア国際年の期間及びそれ以降にわたってボランティア精神を促進するために、各国が国内委員会を設置することを希望しています。ボランティア活動への認識を高め、支援を拡大し、またボランティアの貢献をより広く知ってもらうために、あなたのグループは政府に最も何を期待しますか。国内委員会には何か提言を行いますか。あなたのグループは、その代わりに今までにない方法で政府   を支援できますか。 

・ あなたのグループ自身も、2001年ボランティア国際年に向けて何らかの活動を計画しますか。 

個人への手引き 

すべてのボランティア活動は、個人の意思から発せられる行為に基づいています。つまり他人を手助けする、しないは個人が決めることができます。人間の歴史におけるあらゆる偉大な運動は、一人または何人かの個人による意思から発せられた行為とともに始まりました。あらゆる社会は進歩を遂げましたが、依然として他の多くの個人や集団が、貧困や不利な条件、抑圧、環境の劣化に苦しんでいます。より多くの個人が、行動の理由は様々であっても、ボランティアとして自らの時間や資源、思いやりの心を提供するために結集しなければ、2001年ボランティア国際年は目標とする成果を収めることができないでしょう。国際年が契機となって、より多くの個人がこのような意思から発せられる行為に関わること、このような重要な決断を下すことが望まれます。 

・ あなたは現在、自分自身の人生において困難に直面していても、隣近所の人々やラジオ、またはテレビで耳にする人々、新聞で報道される人々に比べて自分は幸運だと思うことができますか。 

・ あなたが最も貢献できると思われる方法を考えてみてください。あなたは何を提供することができますか。あなたがどのような長所（または弱点）を備えているかにかかわらず、あなたが他人のために出来ることが何かあるはずです。たとえばあなたは外国語や簿記が得意かもしれません。それならば誰かを教えたり、訓練することを手伝えるでしょう。 

・ あなたは病気や薬物依存、身近な人との死別、投獄を経験したことがあるかもしれません。それならば誰かの相談に乗ってあげられるでしょう。 

・ あなたはスポーツが得意かもしれません。それならば若者にスポーツを紹介することができます。 

・ あなたは人を率いたり、プロジェクトを構想したり、プロジェクトの異なる段階ごとに計画を作成する才能を持っているかもしれません。それならばボランティア組織を手助けできるでしょう。 

・ あなたは会社を定年退職したかもしれません。それならば問題を抱えている会社に知恵を貸すことができるでしょう。 

・ あなたは経済的に裕福かもしれません。それならば慈善事業に貢献することができるでしょう。 

・ あなたは一対一の関係で最も能力を発揮するかもしれません。それならば知り合いの近所の人、たとえば高齢の年金生活者、エイズ患者、中途退学者、入院患者、失業中の若者、障害を持つ人を助けることができるでしょう。 

・ ボランティア活動に週に何時間使えるかを決め、その時間内で何か有意義なことを達成でき、満足感の得られる活動を探してみましょう。 

・ 近所または国内で、すでに活発な活動を行っているグループを探し、その活動に参加しましょう。必ずしもあなたが新しいグループを結成する必要はありません。 

・ またはアンテナを張り巡らし、他の個人やグループによる成功例を見つけて、あなたの地域社会でも同じことが実現できるかどうか考えてみましょう。 

・ あなたの社会には、人々が連帯する昔からの伝統があるかもしれません。それは近年見受けられなくなっているとしても、今日の状況に合わせて再生できるかもしれません。 

・ あなたは宣伝や資金調達に関する、または商業的にすばらしいアイディアを持っていて、2001年ボランティア国際年の国内委員会に提案できるかもしれません。 

・ あなたは職場の同僚や学校・大学の友人、村の女性たち、同じ教会・寺院に通う信者の人々に対し、共に集まって誰もが恩恵を受ける活動を始めようと呼びかけることができますか。 

・ あなたが何らかの資格と経験を持つ中堅の職業人、または定年退職者であり、母国語以外の言語も話せるとしたら、世界のどこかの地域で人道支援や開発協力、または人権や民主主義の促進のために、人生の1年か2年を提供しようと考えますか。 

国連機関に向けて 

各国連機関は、以下に列挙した行動案の中で、実現可能と思われる行動について検討することが求められます。また国際年の計画や準備、実施、フォローアップの成功に貢献すると思われる他の国連機関に助言することが求められます。 

・ 所属機関の実施するボトムアップ型、またはトップダウン型の活動におけるボランティアの関わり方を見直します。 

・ 国際年を活用して所属機関の活動へのボランティアの参与を高めるために、所属機関が（1999年と2000年に適切な準備を行った上で）2001年にどのような特別な活動に取り組めるかについて考慮します。 

・ 所属機関の優先事項や活動方法が、市民社会一般の利益に適っているかどうかを見直します。また発展途上国や市場経済システムへの移行段階にある国々における自発的な運動体やボランティア組織の能力を高めるために、どのような特定の支援を現在与えているか、または今後与えることが可能かについて調査を行います。 

・ ボランティアが所属機関の活動に対して実際に行っている、または行う可能性のある貢献というテーマは、上部機関による2001年の会議で議論に値するかどうかについて考慮します。 

・ 所属機関の各国代表に、国際年に向けて国連や国が行う準備、また国際年に実施される活動への積極的な参加を促します。 

・ 2001年（まで）に、所属機関が発行する主な雑誌の一号分、またはその一部をボランティア国際年とボランティアに関する話題に充てます。 

・ 国内ボランティアや国際ボランティアが、あなたの所属機関が実施した事業のために行った貢献に関する文書や写真、ビデオを、地球レベルでは国連広報局に、地域または国レベルでは国連広報センターに提供します。 

・ 所属機関がボランティアと共に実践した活動の中で最も優れた事例のいくつかを、所属機関のインターネット・ウェブサイトに掲載します。また2001年ボランティア国際年のウェブサイトとリンクを張ります。 

・ 関連する会議やその他の活動の場で、国際年への注目が集まるようにするなど、2001年ボランティア国際年への「道路地図」が明確になるよう支援します。またボランティア国際年のウェブサイト・カレンダーに新たに掲載される内容で、関連する項目にブックマークを付けます。 

・ 所属機関の職員やその配偶者、定年退職した元職員が、機関の管轄する分野またはそれを越える分野において、自発的な活動に取り組むことが可能かどうかについて検討します。 

国内委員会の設立に向けて 

以下の提言を活用してください。 

・ ボランティア組織、国内ＮＧＯ、地域社会のグループが（１）2001年ボランティア国際年の主な４つの目的に関して、国際年によって何を国内で実現したいかについて、（２）国内委員会の委員をどのように選出するかについて、包括的な事前協議を行います。また政府は国内委員会を設立するにあたって、各組織と協議を行います。 

・ また関係省庁間やその閣僚同士で、次の点について協議を行います。 

① 2001年ボランティア国際年の目的について 

② 政府自身はどのようなアプローチを望ましいと考えているかについて 

③ 国内委員会の委員構成や権限について 

④ 国家元首や政府が、ボランティア国際年にどれだけの支援を与えると思われるかについて 

・ 国内委員会は次の明確な権限を与えられます。 

① 継続的に行われる協議の過程を補佐すること。 

② 地域社会や全国規模で実施予定の、ボランティア国際年の諸活動に関する精力的な計画を準備し、その環境を整えること。それには必要かつ適切であれば、資金調達やスポンサーを探すことも含まれる。 

③ 2001年ボランティア国際年の目標を国内において達成するため、適当な時期に政府に具体策を提案すること。 

・ 委員会が、職務 － 国際年の準備や促進活動、2001年の期間中に自ら活動を準備すること、政府に最終勧告を提出するなど－に関する定期報告を、誰を対象として行うのかを明確にします。 

・ 委員会の委員構成は、関係省庁、関連研究や訓練を実施している大学、企業や産業界、財団、中心的なＮＧＯや地域社会のグループの代表、また実績を持つ何人かの個人を含めた混成とします。 

・ 個人として参加する委員は、たとえば公共奉仕や海外勤務、国連の活動などで優れた実績を残した現役及び元（国内または国際）ボランティアや定年退職者から選出します。 

・ 政府に対し、国内委員会の勧告を確実に検討するよう促す優れた中立の著名人を招き、委員会の会議議長を務めてもらいます。 

・ 国際年に地域社会や国が行う中核となる催しの準備を進めるために、また国内委員会の委員となる人材を確保するために、12月5日の国際ボランティアの日に従来から協力して活動してきた、ボランティア組織・運動体の調整機関、また（は）現役及び元国内・国際ボランティアによる国内のグループに協力を求めることも可能でしょう。 

・ 2001年ボランティア国際年のウェブサイトを通して、委員会の活動と世界各国での活動とをリンクさせます。 

民間部門の組織に向けて 

近年、特に先進工業国において企業による社会貢献活動が増加しています。企業や産業界は、社員や職員を地域、または場合によっては海外においてボランティア活動に携わることができるようにすれば、事業を促進し、仕事への満足度を高め、良い広報活動となることに気づきました。地域での、また全国的、国際的な、企業による社会貢献活動は、2001年ボランティア国際年の期間中に大きな関心を集めるテーマとなるでしょう。以下に列挙した項目は、地域社会に根差したグループや政府系企業、そして民間企業自身が、民間のボランティアによってさらに達成できることは何か、そしてどのようにそれを促進したらよいかについて考察するのに役立つでしょう。 

・ 生産またはサービスの提供、製品の販売に損失を与えなければ、一般的に企業や産業界は、雇用の提供に留まらない社会的な貢献を行うことができる、また行うべきだと思いますか。 

・ あなたの住む地域で企業が社会貢献活動を行った例はありますか。社会貢献活動を行ったことがある個々の企業に接触し、その体験の感想を聞くことは可能ですか。 

・ あなたの住む地域には、特に企業とその従業員の貢献が求められている活動分野がありますか。 

・ 企業が従業員や職員に何らかのボランティア活動に取り組むよう促すことが、企業にプラスの効果をもたらすということを、あなたの国の企業が認識するにはどのような方法が最もよいでしょうか。 

・ 生産または販売に関する問題の一部を解決するために、国内または海外からのボランティアの力を借りている事業または産業を知っていますか。 

・ ユニスター、トクテンといった、事業・企業の支援を目的とした国連ボランティア計画による短期派遣制度について聞いたことがありますか。このような制度についてもっと知りたいですか。 

・ あなたの国の定年退職者が、国内または海外のビジネスや製造業のためにボランティアで知識や技能を提供することはどの程度奨励されていますか。またどの程度可能ですか。 

・ このテーマに関する研究や刊行物がもっと入手しやすくなればよいと思いますか。 

・ あなたの住む地域で、たとえば職場でのボランティアプログラムが会社や従業員、地域社会にもたらす利点といったテーマを研究するセミナーを開くことは有益だと思いますか。そのようなボランティアプログラムを、企業目的や従業員のサービス向上を促すアプローチとどのように合致させたらよいでしょうか。　 

・ 国の従業員連合や労働組合連合は、企業の社会貢献活動の可能性について追求することに関心を持つでしょうか。 

・ インターネットが「バーチャル・ボランティア活動」を促進することができるということを知っていますか。つまりボランティアがオンラインを通して有効に実行することができる職務があり、このような活動は特に家にいなければならない人や、障害を持つ人の要望に応えるものであるということを知っていますか。 

・ あなたの会社が（バーチャルな）社会貢献活動への参加を考えるとしたら、政府から何らかの支援を受ける方法はありますか。2001年ボランティア国際年の国内委員会を通して、このような支援を政府に要請しようと思いますか。 

・ あなたは、上司や現場の職員の労働時間の一部を、何があろうと2001年に実施されるボランティア活動に充てようと試みますか。どのような活動に携わるかについて自分自身の考えを持っていますか。または誰かの提案を歓迎しますか。 

ボランティア活動への認識を高めるために 

2001年ボランティア国際年の第１の目的は、地域での、また全国的、国際的なボランティア活動が市民社会の重要な一部であることへの認識を高めることです。検討の参考となる点をいくつか列挙します。 

・ あなたの国の福祉と開発のためにボランティア－まず第１にあなたの社会出身のボランティア－が行っている活動は評価されていますか。活動分野には、たとえば 

① 緊急援助や民間防衛、または医療や社会福祉の提供 

② あなたの町や村での地域開発の促進 

③ 紛争の予防や解決、平和構築 

④ 人権尊重や民主主義の促進 

などが挙げられます。 

・ こうした分野でのボランティアの貢献を記述し定量化するために、政府や民間主導、または官民の共同作業によって、白書を作成することが考えられます。あなたの国には、このような研究を引き受ける大学の学部、または研究機関、省庁がありますか。 

・ ボランティア活動に関するこのような「国への報告」をさらに一歩進め、将来のボランティア活動の内容を充実させ、それを最大限に活用するために、政府や社会が今後取り組むべき施策について提言することもできるでしょう。 

・ 近年、特に先進工業国の政府または国の統計機関、大学によって、このテーマに関する大規模な研究が行われています。あなたはこうした研究を入手することができますか。また入手するために便宜を図ってもらうことを希望しますか。 

・ あなたの国は（おそらく）国連開発計画（ＵＮＤＰ）の支援を受けて、国の人間開発報告書を発表したことがありますか。ボランティア活動や自発的活動が、あなたの国の開発にもたらしている貢献は、国が今後発表する人間開発報告書の中で適切な要素となり得るでしょうか。（ＵＮＤＰが作成する、世界全体を視野に入れた2000年、または2001年の人間開発報告書は、その一部をこのような国の報告書に基づいて記述することが提案されています。） 

・ あなたの国でボランティア活動や自発的活動への認識を高め、環境を整備する機関がまだ存在していないならば、特定の省庁を指定してその責任を負わせること、またこの目的のためにその省庁に予算を与えることは適切でしょうか。 

・ 2001年の期間中やそれ以降に、あなたの国でボランティア活動の価値ができるだけ適切に認識されるには、もしくはその認識をさらに高めるためには、どのような方法を幅広く取ったらよいでしょうか。ボランティア活動に対する、否定的な固定観念に対処することが必要ですか。 

・ 活発なボランティアを表彰するために賞を設け、最も優れた活動を行った個人や小人数のグループ、地域社会、国内ＮＧＯに毎年授与することができるでしょう。このような賞は、ボランティア活動の優れた指導や運営（たとえば報告や会計の透明性）、または優れた訓練や促進活動などにも拡大して与えることができるでしょう。 

・ 物事の認識を高めるには、まずそれが目に見えるものである必要があります。ボランティア活動を目に見えるようにするためには、ボランティアやボランティア活動、自発的活動の話題を定期的、または詳細にわたって進んで取り上げると見込まれる、新聞・雑誌の定期コラムやラジオ・テレビのレギュラー番組に働きかけることが挙げられるでしょう。 

・ 国が医療や教育、文化、環境といった分野の政策や優先課題を策定する際に、ボランティア部門を協議に参加させることが適切な場合があるでしょう。 

・ 地域レベルで成果を残したボランティアや運動家が、さらに大きな責務、たとえば新たに活動に携わるボランティアを訓練したり、国の政策に影響を及ぼせるような地位を与えられることによって、今後も活動に関わり続けることを示せるような方法を講じることができるでしょう。 

ボランティア活動のための環境設備 

2001年ボランティア国際年の第２の、そして重要な鍵となる目的は、社会の利益を拡大するために、ボランティア活動のための環境をさらに整備することです。そのためにどのような行動が考えられるかは、国によって異なります。今後実施する方策は、ボランティアやボランティア組織のニーズに対応しなければなりません。さらにこうした方策は、政府が政策や予算の範囲内で支援できることが一つの基準となるでしょう。以下の提案は、多くの可能性のうちの一部に過ぎません。 

・ 政党はその綱領において、政府は施政方針において、ボランティア活動の発展と効果的な実践に向けて環境を整備するという公約を表明することができるでしょう。議会に対し、本会議または適切な小委員会においてこの議題を何度も討議することを要求してもよいでしょう。 

・ ボランティア活動の強固な基盤となる資金を確保するために、国内の公共部門と民間部門、財団との間の連携を強めることが考えられるでしょう。 

・ 公務員が、国内または海外において一定期間ボランティア活動に携わるために、有給もしくは無給の特別休暇を設けることが考えられるでしょう。 

・ 企業による社会貢献活動を進めるために、政府が企業を対象に奨励策を実施することができるでしょう。それによって従業員がボランティア活動に参加することが可能になり、結果的に役に立つ技術を獲得し、会社も社会的責任を果たすことが可能になるでしょう。またそのように外部からも見なされることでしょう。 

・ 各国の経験から学ぶことができるでしょう。たとえばいくつかの国々は、組織としての基準を満たし正式登録されたボランティア組織が、定期的な活動報告と会計報告を公表すれば何らかの税を控除しています。 

・ またボランティア活動に財政支援を与える個人納税者や企業にも、控除措置を適用している国々があります。同様に、こうした国々からも学ぶことができるでしょう。 

・ ラジオ局やテレビ局は、ボランティアに根差した組織や活動のために「プロボノ公報」という概念を導入することが求められます。 

・ いくつかの国々では、犯罪に対する実刑、または兵役の代わりにボランティア活動に携わることを認め、それに対応する様々な活動計画を実施することが適切と考えられていることが注目されます。 

・ 国の訓練施設を、ボランティア組織が自由に使用できるように無料で提供することが考えられるでしょう。ボランティア管理に関する学習会を開いたり、ボランティアへの訓練の質を高めることができるでしょう。 

・ 社会福祉、医療、教育といった職業分野の養成カリキュラムの一部に、ボランティアとの活動に関する単元を設けることが考えられます。 

・ 有給の職員を持つ組織が、多数の常駐ボランティアの活用を検討しているならば、ボランティアの調整役となるポストを設置できるよ資金援助を求めることが考えられます。 

・ 国は、県や州または市町村が使用できるセメント、瓦、木材などの一部を、正式登録されている地域社会に根差したボランティアグループに割り当てて、これを無料で利用できるように取り計らうことが考えられます。 

・ 国は、組織としての基準を満たし正式に認可された組織のボランティアが、普通の被雇用者と同様に、保険や社会保障の適用を受けられるようにすることができるでしょう。 

ボランティア活動のネットワーク化 

2001年ボランティア国際年の第３の目的は、ボランティアによる数多くの成果を、同じく福祉と開発のために活動しているボランティアやグループとのネットワーク化を通して広めることであり、その規模を飛躍的に拡大することです。お互いの経験を体系的に共有することによって、その他の地域グループや地域社会、また国でさえも「再び一から発明する」手間を省くことができます。ネットワーク化を効果的に進め、国際年を構成する重要な一部になると思われる方法を以下に列挙しました。 

・ ボランティアベースで実施され成功を収めた小規模の経済的・社会的取り組みを、口頭や文書、図表、討論、展示、電子コミュニケーションによるネットワーク化を通して体系的に伝えるために、大学や研究機関が国の計画を立案することが求められます。　 

・ あらゆる地域社会、村落、成功を収めた開発機関は「話し上手な人」、つまり「私たちはどのように実施したか」について語ったり、執筆することができるボランティアを任命することが求められます。このような任務を受けたボランティアが、地区レベルまたは地方レベル、国レベルで一堂に会し、雇用創出や所得の向上、紛争解決などの専門家の助けを借りながら、お互いの経験や技術、企画を交換する機会を設けることができるでしょう。 

・ ラジオ番組や街頭劇は（どちらも情報伝達の面で大きな可能性を備えているため）、「私たちはどのように実施したか」というテーマを伝える上で有効でしょう。テレビのレギュラー番組は、ボランティア活動の成果や活動によって生まれた製品、現在進行中の活動プロセスや技術について詳しく紹介することができるでしょう。 

・ 印刷物では、新聞の定期コラムやニュースレター、学術雑誌、パンフレットやチラシによって情報が伝達できるでしょう。 

・ 学校や大学、地域社会の施設は、このような情報を収集、伝達するリソースセンターとなることが求められます。省庁や大学は、国の電子メールネットワークやオンラインの「会議室」「掲示板」などの設置を奨励し、また可能にし、実行可能な範囲で資金を提供することが考えられるでしょう。 

・ 二国間及び多国間援助機関、財団、民間企業は、ボランティアやボランティアグループがお互いの企画や技術、経験を交換し、製品を展示することができるような、国内や複数の国々による地域での学習会や行動プロジェクト、「市場」などに資金を提供することができるでしょう。このような取り組みは、情報伝達を行う複数の世界的な国際ＮＧＯによって、出版物などの形で紹介されることが考えられます。 

・ 各国の国内委員会は、2001年ボランティア国際年の期間中にウェブサイトを開設し、そこに国内で行われる（た）ボランティア国際年に関するすべての活動のログを保存してはどうでしょうか。国内委員会は、国内のボランティア関連のウェブサイトを把握し、そのリストを掲載することもできるでしょう。委員会のウェブサイトは、あらゆる地域のボランティア活動に役立つ情報を掲載する、海外のサイトとリンクすることも考えられるでしょう。 

・ ボランティア組織がインターネットに常設のウェブサイトを設け、そこに自らの経験を掲載し、ボランティアに関する情報を扱う海外のウェブサイトとリンクを結ぶために、国連機関や政府、大学などは、あらゆる支援を与えることができるでしょう。 

・ 個々のボランティアやボランティア組織は、双方向コミュニケーションが可能な2001年ボランティア国際年のウェブサイトを通して自らの考えを表明し、多くの人々と共有することが強く望まれます。ウェブサイトのアドレスは　http://www.iyv2001.org  です。 

ボランティア活動をさらに促進するために 

2001年ボランティア国際年の第４の目的は、ボランティア活動をさらに促進することです。促進活動は、官と民双方が自発的活動一般、特にボランティア活動に対し、より一層理解と共感を深めるような気運を形成することに重点が置かれなければなりません。その結果、次のような風潮が生じることが望ましいでしょう。たとえば社会においてボランティアの受け皿が拡大すること、子どもや若者、職業を持つ成人、定年退職者がボランティアとして進んでサービスを提供しようとすること、そしてこのような人々の意思と、活動への要請や機会とが合致するように、適切な方策を実行し資源を利用できるようにすることなどです。 

・ 促進活動は、次の点に留意することが望ましいと思われます。 

（１） ボランティアが個人として、また組織の中で現在実行していることや達成しつつあることに基づくこと。 

（２） ボランティアが備えている人道主義、並びに高い能力と専門家意識を強調すること。 

（３） 特定のニーズに対応する新規のボランティア派遣要請を増やすことをその目的の一つとすること。 

（４） ボランティア未経験者の関心を集め、サービスの提供を促すこと。 

・ 一般の人々は、具体的なボランティア活動が、とりわけ弱者、また社会一般にもたらすプラス面に関心を抱くかもしれません。 

・ あなたの国のボランティア活動を、写真で振り返ってみてはいかがでしょうか。 

・ 「ボランティア全員集合」を呼びかける、大規模な2001年ボランティア国際年のイベントを開催し、その航空写真を撮ってみてはいかがでしょうか。 

・ 著名人が、その官職や自分の活動分野とは別に、2001年ボランティア国際年のボランティア活動に参加すれば、特に大きな効果を上げるでしょう。このような著名人には、たとえば国家元首や閣僚、その他の政治家、また俳優や歌手、映画スター、ミュージシャン、スポーツ選手などの文化人が挙げられます。 

・ 国や地方自治体、地域社会、隣近所の自治会、ボランティア組織は2001年ボランティア国際年を利用して、ボランティアの任務をより革新的で価値あるものに発展させるために創造性とビジョンの活性化を図り、このような任務を実行するボランティアを求める広報活動の強化策を検討することができるでしょう。 

・ 以上述べてきた活動の重要性を踏まえ、促進活動の一つとして、ボランティア活動の範囲や貢献の度合いを拡大することを目的に、政府や財団、民間部門、海外からの新たな財源やその他の資源の確保を目指すことが考えられます。 

・ 2001年以降も引き続き実施される教育プログラムを計画してはどうでしょうか。たとえばボランティアの指導者による年次会議の開催や、ボランティア指導の基礎知識に関する本の出版、生徒に学校でボランティア活動について学ぶ機会を提供すること、ウェブサイトを通して双方向のコミュニケーションを行うこと、大学に講座を設けるなどです。 

・ 2001年ボランティア国際年以降もボランティア活動を促進し、また活動への認識を高め、環境を整備し、ネットワーク化を進める勢いを持続することを目的とした、国のボランティアセンターを設立することも考えられるでしょう。 

・ 12月5日の国際ボランティアの日に、記念行事を毎年実施すると決定することが考えられます。 

　ＵＮＶは、数百もの促進活動を「凝縮した」文書である『私たちに出来ること』を作成しました。これは1985年以降、国際ボランティアの日に行われた活動の報告書から抜粋しています。ここに記されている活動は、2001年ボランティア国際年の促進に役立つことでしょう。この原文、”Yes, but what will we do?”のコピーを希望される方は、ＵＮＶ本部（ドイツ・ボン）の2001年ボランティア国際年事務局までお申し込みください。文書はボランティア国際年のウェブサイトにも掲載されています。ウェブサイトのアドレスは　http://www.iyv2001.org　です。　　 
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